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 We are developing low-power aurora imagers to be deployed at Sor Rondane Mountains, 700km to the west of Syowa 
Station, and at Amundsen Bay, 550km to the east of Syowa Station. These imagers can cover FOV of more than 2000km along 











実績を上げている Rutland社の FM910型風力発電機、２機と 800Ahの蓄電池によりまかなう。 
 同観測機は 30万画素（640×480）の分解能で、2コマ／秒で連続撮像することを目指す。この画像データを、1
画面 10kbyte程度までに画像圧縮し、Solid State Drive (SSD)に記録する。年間のデータ量は 100GByte程度と
見積もられ、年 1回の保守の際に回収する。一方、毎夜の観測サマリー（ケオグラム、またはサムネイル画像）
はインマルサット衛星の Broadband Global Area Network (BGAN)で日本国内へ伝送する予定である。 
 本講演では、同観測機の基本構成、仕様、開発計画の進捗状況について報告する。 
 
                                                                                 
